
小野寺財団 ３号奨学生 

２０２７年度 募集要項 

 

本財団では、創価大学の教育理念・方針に賛同し、学業優秀かつ品行方正であり、経済的支援を必要とする創

価大学に入学する新入生に対して奨学金の給付を行います。これによって社会に貢献する有用な人材の育成に寄

与することを目的としています。 

 

１．奨学金概要 

・給付額：初年次 １００万円、２～４年次 年間５０万円 

・給付時期：２０２７年５月頃（入学後） 

・採用人数：４０名 

・給付期間： 採用年度から卒業年度までの最大４年間（毎年継続審査あり） 

 

２．選考対象者 

創価大学の特定の入試制度を利用して入学する新入生を対象とし、以下の要件をすべて満たす学生の中から選

考します。 

・出願時に、申請フォームにて、本奨学金の対象となった場合に給付の趣旨等を理解の上で制度を利用する旨

を希望した者 

・心身が健康であること（今後も引き続き修学に耐え得ると認められること） 

・学業・人物ともに優秀であると認められる者 

 

３．採用人数および募集期間 

採用人数は以下の通り、入試制度ごとに定め、募集期間は各入試の出願期間とする。 

・総合型選抜基礎学力方式（専願型・併願型）利用者：20 名 

 内訳：経済経営学部・理工学部各 4 名、文学部・教育学部各 3 名、法学部・看護学部・国際教養学部各 2 名 

 2026 年 9 月 28 日（月）～10 月 13 日（火） 

 

・学校推薦型選抜創価学園推薦入試利用者：10 名 

 内訳：創価高等学校、関西創価高等学校各校 5 名（学部不問） 

2026 年 11 月 1 日（日）～11 月９日（月） 

  

・一般選抜全学統一入試 3 科目方式（特定科目重視型）利用者：10 名 

 内訳：経済経営・法・文・教育・国際教養学部の５学部 7 名、理工学部 2 名、看護学部で 1 名 

2026 年 12 月 21 日（月）～2027 年 1 月 18 日（月） 

 

４．応募方法 

（１）本奨学金の選考対象となる創価大学の入試制度へ出願してください。 

（２）「小野寺財団 3 号奨学金」の申請フォームより申込してください。選考にあたり、生計維持者（原則、父

母 2 名）の「課税証明書」の画像データアップロードが必要となります（採用決定後は原本の郵送が必



要となります）。  

    

5．選考方法および順位付け基準 

申込者のうち、各入試制度において以下の成績基準を満たす者を大学が選考し、大学から候補者を本財団に推

薦した上で、本財団の理事会の決定を経て、給付する奨学生を最終的に決定します。 

 

・総合型選抜基礎学力方式（専願型・併願型）利用者：筆記試験の得点率が 80％を超えている者。 

・学校推薦型選抜創価学園推薦入試利用者：高校の学習成績の状況（評定平均値）が 4.3 以上を出願要件と

し、大学が実施する選考試験（小論文・面接）、実用英語技能検定スコア、書類審査による総合評価で優秀な

者。 

・一般選抜全学統一入試 3 科目方式（特定科目重視型）利用者：3 科目の得点率が 80％を超えている者。 

 

６．選考結果通知・給付方法 

選考結果は、各入試の合格発表と同時に、大学を通じて採用候補者本人に通知されます。入学手続完了後、正

式に採用が決定し、入学後に振込先金融機関口座を確認の上、5 月頃に奨学金を振り込みます。 

 

７．奨学金授与式 

奨学生に採用された方は、奨学金授与式にご出席いただきます（入学後に創価大学内で開催予定）。原則、参加

必須です。詳細は別途お知らせします。 

 

８．他の奨学金との併用制限について 

本奨学金は、学内の全ての奨学金、および国の「高等教育の修学支援新制度」を含む他団体の奨学金との併用

を認めますが、「小野寺財団１号奨学金（入学後に申請できる学部生奨学金）」「創価大学特別奨学金」および

「創価大学創友会牧口記念奨学金」との併用はできません。 

 

９．給付の停止・取消しおよび返還に関する事項 

奨学生が以下の事由に該当する場合、本財団は採用決定の取消し、または給付を停止することがあります。取

消しとなった場合、本財団理事会の決定を経て、既に給付された奨学金の全部または一部の返還を求めること

があります。 

・合格発表日以降に候補者が入学を辞退した場合、採用は取り消されます。なお、辞退に伴う次点者の繰り上

げ採用は原則として行いません。 

・入学した年度の春学期または秋学期に休学、退学または除籍となったとき。 

・傷病、その他の理由により卒業の見込みがなくなったとき。 

・学業成績が著しく不良となったとき、または退学勧告を受けたとき。 

・偽りの申請その他不正な手段によって給付を受けたとき。 

・在学する大学において懲戒処分を受けたとき。 

・その他、給付奨学生として適当でない事由が生じたとき。 

 

10．奨学生の継続基準 

奨学生として採用された者は、毎年度末に以下の基準で継続を審査し、次のいずれかの条件を満たさない者

は、特別の理由がない限り、翌年度以降の奨学生の資格を取消します。 

（１）学籍基準：継続審査時において在学７セメスター以内であること  



（２）成績基準：通算 GPA が 2.5 以上且つ、総修得単位数が下表以上であること  

在学セメスター ２ ３ 4 5 6 7 

総修得単位数 30 45 60 75 90 105 

 

11．奨学生の義務 

奨学生として採用された者は、休学、退学、停学または成績の著しい不調等の奨学金給付の基礎となる事実に

重要な変更があったときは、直ちに大学を通じて本財団に届け出なければなりません。 

 

12．個人情報の取扱いについて 

提供された個人情報は、本奨学金の選考・給付業務に限定して適切に取り扱います。ご本人の同意なく、これ以

外の目的で使用することはありません。 

 

13．その他 

当財団の奨学金給付は、大学卒業後の進路等について制約を課すものではありません。 

 

 

問い合わせ先 

創価大学小野寺財団新入生奨学金受付センター 

 TEL:042-691-9319 

E-mail: nyushischolarship-info@soka.ac.jp 
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